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も
う
す
ぐ
夏
休
み
（
七
月
二
十
三
日
か
ら
八
月
二
十
一
日
ま
で
）
で
す
。
今
年
の
夏
休
み
は
震
災
の
影
響
で

短
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
家
庭
で
過
ご
す
時
間
は
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
す
。
お
家
に
帰
っ

て
か
ら
の
遊
び
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
よ
く
保
護
者
の
方
、
地
域
の
方
か
ら
お
電
話
を
頂
き
ま
す
。
「
危
な
い
自

転
車
の
乗
り
方
を
し
て
い
た
の
で
注
意
し
た
ら
、
知
ら
ん
ぷ
り
し
て
い
な
く
な
っ
た
。
」
と
か
「
危
険
な
遊
び
を

し
て
い
た
の
で
、
注
意
し
た
け
ど
や
め
な
い
。
」
「
何
回
も
注
意
し
て
い
た
ら
か
え
っ
て
文
句
を
言
っ
て
き
た
。
」
な

ど
で
す
。
「
危
険
な
遊
び
は
し
な
い
」
な
ど
は
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
学
校
で
も
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
現
状
で
す
。
注
意
さ
れ
る
か
ら
や
め
る
の
で
は
な
く
、
「
な
ぜ
、
注
意
さ
れ
る
の
か
。
」
「
安
全

な
生
活
を
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
」
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
」

子
ど
も
自
身
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
各
ご
家
庭
で
、
我
が
子
の
こ
と
と
し
て
、
し
っ
か
り

子
ど
も
さ
ん
と
話
を
さ
れ
、
怪
我
や
事
故
の
な
い
楽
し
い
夏
休
み
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
注
意
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◯今回の地震をきっかけ
にご、近所との結びつ
きがさらに深まりまし
た。たくさん助けて頂
きました。同年代の子
どもたちがたくさんい
るので、この結びつき
を大切にしていきたいと思います。

◯４月１４日からの先生方の活動、復
興への道のりが鮮明に記載されてお
り震災からの想いを整理することが
できました。～中略～ 先生たちの
ご尽力の元、当たり前だと思ってい
た学校生活に戻っていけることに、
感謝の気持ちでいっぱいです。地域
住民としてお手伝いに参加できなか
ったことを反省しつつ、今後も地域
コミュニティを培
っていけるように、
家族で話し合って
いきたいと思って
います。

◯地震の時は、自分のこ
とで精一杯でしたので、
学校内はこんなに大変
だったのかと思い、あ
りがたい気持ちでいっ
ぱいになりました。開
校４年めの美咲野小の被害が大きく、
学校再開後も大丈夫なんだろうかと
思う毎日です。やはり巨大地震に備
えての訓練が、今後も必要なのだと
思います。

◯学校が開くまでの数日、私も主人も
仕事に出なければならず、余震が続
く中、家に子どもだけ残して行くの
はとても心配でした。子どもたちも
一時期は、一人でトイレに行くこと
を怖がるなど、ストレスを感じてい
るんだなと思うこともありました。
地震を通して、家族の絆や近所の方
とのつながりの大切さなど感じるこ
とが多かったです。
学校で先生や友達に
会える楽しさが安心
感につながっている
ように思われます。

くまもと家庭教育支援条例
学校等の役割 （第７条）

家庭、地域と連携して、基
本的な生活習慣を身に付け、
自立心を持ち、心身の調和の
とれて子どもの育成に努めま
しょう。

◯今回の地震で、ご近所
さんと声を掛け合い、
協力し合うことの大切
さを知りました。子ど

も同士で遊んでいるときに地震が来た
らどうすればよいか等、親として考え
ていきたいと思います。

◯震災後、学校再開に向けて尽力頂
いた先生方に本当に感謝しており
ます。美咲野小だよりを読みなが
ら泣きそうになりました。このよ
うに文字として残して頂き本当に
ありがとうございました。河原地
区の一日も早い復興をお祈りして
おります。

（ありがとうございます。
河原小、山西小の避難所
は７月１６日に全員が移
られ、避難所が閉じられたと聞きました。
震災後３ヶ月本当に大変だったろうと改
めて思いました。）

◯先生たちも同じ環境下で、子ども
のことを最優先に考えて動いて頂
き感謝しています。入学後すぐに
登録していた美咲野小メール、祖
父母も含め、情報の豊かさに感謝
しておりました。休校中は、子ど
もの心のケア情報も入り、地震ご
っこも注意することはありません
でした。今も元気に過ごせている
のは、学校からの情報のおかげで
す。仕事でお会いできなかった私
に、担任の先生が、こまめに連絡
をして下さり、とても安心できま
した。感謝しております。

◯教職員の方々、ＰＴＡ役員の方々、子ど
も会の方々、地域の方々も本当に大変だ
ったと思います。私たちは、良き人たち
に支えられ、恵まれた環境にいるのだと
再確認しています。同じ人間、何かあれ
ば声を掛け合い、支え合い、今後も生き
ていきたいと思います。子どもにおいて
は情報交換をしつつ、前向きに対応して
いければと思っておりますので、よろし
くお願いいたします。




